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要旨：我々はピラミッド型構造物 (pyramidal structure: PS)の未知なる機能について 2007 年以来、

10 年以上研究を続けている。PS の研究方法として、PS 内部に人間が入り瞑想をした。PS の未

知なる機能を明らかにする手段として生体センサ (キュウリ果実切片) から放出されたガス濃

度を測定した。生体センサの作成、設置、ガス測定は、零点同時補正法 (simultaneous calibration 
technique: SCAT) によって行われた。この方法は、国際総合研究機構 (International Research 
Institute: IRI) で研究開発され、ヒーラーに関わる多くの研究成果を得ている。ピラミッド型構

造物と人間とが関わった実験において、次の 2 つの結果を得ることが出来た。(1) PS 内部に人

間が入り瞑想する以前に、人間の無意識 (フォースタイプ I) による、生体センサに対する未知

なる遠隔作用 (6 km 以上離れた地点から生体センサに対して、遅延なく影響を与える長距離の

非接触効果) が検出された。(2) PS 内部に人間が入り瞑想した後、人間による何らかの影響 (フ
ォースタイプ II) によって、10 日間以上続く遅延を伴った非接触効果 (PS 内部の人間と生体セ

ンサの距離が 0.5 m である短距離の非接触効果) が検出された。これらの結果から、ピラミッド

型構造物と人間との関わりにおいて、人間から発する 2 つの異なるフォースタイプがあること

が示唆された。しかし、2 つの異なるフォースタイプは、PS によって変換速度は異なるが、ど

ちらも生体センサが反応し得るエネルギーに変換され、非接触効果として検出されたと考えら

れる。ピラミッドパワー (効果) に関する学術的な研究において、統計的に高い有意性のある実

験データを示した研究は、我々のグループ以外では皆無である。 
キーワード：ピラミッド、瞑想、無意識、非接触効果、遠隔作用、遅延、生体センサ、キュウ

リ、ガス 
 

1. はじめに 
 

2007 年 10 月から 2017 年 9 月までの 10 年間にわ

たって、国際総合研究機構 (International Research 
Institute: IRI) (理事長 山本幹男) と㈱アクアヴィジ

ョン・アカデミー (代表取締役 坂本政道) による

共同研究プロジェクト、“坂本ハイパーテックプロジ

ェクト (Sakamoto Hyper-tech Project: SHyP)” が実施

された。プロジェクトの研究テーマは、“ピラミッド

パワー (効果) についての科学的研究”であった。こ

の研究は、プロジェクトの終了後から現在に至るま

で、IRI において継続して行なわれている。研究メ

ンバーは著者の 6 名である（Fig.1(a)）。これまで 

(2019 年 1 月時点) の生体センサ[1,2]を用いた実験結

果から、ピラミッド型構造物 (pyramidal structure: 
PS) (Fig.1(b)) の未知なる機能の一部が明らかにな

り、次の 2 つの結果が得られた。(1) PS は、6 km 以

上離れた人間の無意識 (フォースタイプ I) を捉え

て、遅延なく検出可能なエネルギーに変換した。(2) 
PS は、PS 内部に人間が入り瞑想することによる影

響 (フォースタイプ II) を蓄積し、時間をかけて検

出可能なエネルギーに変換した。ここで、PS によっ

て捉えられた人間の無意識をフォースタイプ I、PS
内部に人間が入り瞑想したことによる影響をフォー

スタイプ II と分類した。我々はピラミッド型構造物

には、未だ解明されていない機能があることを、科

学的に厳密な実験と解析によって実証した[3-6]。ピラ

ミッドパワー (効果) に関する学術的な研究におい 
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て、統計的に高い有意性のある実験データを示した

研究は、我々のグループ以外では皆無である。 
 

2. 実験方法 
 
ピラミッドパワーを検出するための主な研究方法

は、PS 内部に人間が入り、30 分間の瞑想 (ヘミシン

ク[7]) を午前 3 回、午後 3 回行うという方法であっ

た。被験者は著者の一人である坂本政道であった。

生体センサ (キュウリ果実切片)の作成、設置及びガ

ス測定は、零点同時補正法 (simultaneous calibration 
technique: SCAT) によって行われた[8] (Fig.2)。この方

法により、PS 頂点に設置された生体センサのガス生

成反応に影響（非接触効果）が現れたかどうかを検

証した。非接触効果の大きさの指標として、ガス濃

度  (2-ヘキサノール ) から計算される較正 J 値 
(JE-CAL) が採用された[9]。生体センサを使用して非接

触効果を検出する測定法は、IRI で研究開発され、

これまでにヒーラーによる非接触効果の検出やヒー

ラーの周囲に分布している生体場の検出等に成功し

ている[10-12]。試料の Pair1 から Pair4 (Fig.2) を準備す

るためには、4 本のキュウリが必要であるが、これ

までのピラミッドパワーの実験において 11,000本以

上のキュウリが使用された。 
実験は、3 日間 (Day1-Day3) 継続される「瞑想実

験」が行なわれた (Fig.3)。「瞑想実験」には、PS を

使う実験 (Med(Using PS)) と PS を使わない実験 
(Med(Not using PS)) の 2 種類があった。Med(Using 
PS) は、 PS 内部に人間が入る前に行う実験 
(Pre-meditation: pre1, pre2)、PS 内部で人間が瞑想し

ている実験 (During meditation: med) 、及び PS 内部

から人間が出た後に行う実験 (Post-meditation: post1, 
post2) から構成されていた。同様に Med(Not using 
PS)は、PS 頂点と同じ高さの位置に設置された生体

センサの下で瞑想をする前に行う実験 (pre1, pre2)、
生体センサの下で瞑想している実験 (med)、生体セ

ンサの下から人間が離れた後に行う実験  (post1, 
post2) から構成されていた。pre1, pre2, med, post1, 
post2 は、それぞれ実験を行う時間帯が決められてい

た。「瞑想実験」の Med(Using PS)を行うための条件

は、pre1 以前に 20 日間以上、PS 内部で人間が瞑想

をしていないことであった。その理由は、一度でも

PS 内部に人間が入り瞑想すると、人間による影響が

十数日間検出されたためである[4,6]。条件を揃えるた

め、Med(Not using PS)の場合も、pre1 以前に 20 日間

以上、PS 頂点と同じ高さの位置に設置された生体セ

ンサの下では、瞑想をしていなかった。また「瞑想

実験」の後、数日から 20 日間経過する間に、実験 
(post) を任意の時間帯で行うことがあった。 

 
3. 実験結果 

 
Fig.4 は、「瞑想実験」の Med(Using PS)における

pre1 と pre2 の平均値の比較である[13]。縦軸 JE-CALが

較正 J 値であり、生体センサに対する非接触効果の

程度を表している。pre1 は誤差の範囲でゼロである。

それに対して pre2 は、1%有意で JE-CALがプラスの値

になっている。この結果から pre2 では生体センサに

対する非接触効果の存在が認められた。誤差棒は

99%信頼区間である。実験者が pre1 及び pre2 を行っ

ている間、被験者は実験室から直線距離で 6.55 km
離れた自宅にいた。pre2 の非接触効果の原因が被験

者にあると考えた場合 (それ以外の原因は今のとこ

ろ考えられない)、pre2 の結果は長距離にまで影響が

及ぶ非接触効果が検出されたことになる。ここでは

その効果を、未知なる遠隔作用と呼んでいる。そし

て我々は、未知なる遠隔作用が、PS によって人間 
(被験者) の無意識 (フォースタイプ I) が捉えられ

た結果であると考えている。その理由は、Fig.6 の説

明でおこなっている。 
Fig.5 は、「瞑想実験」における Med(Using PS)と

Med(Not using PS)とを比較した結果である[13]。ここ

では夏期データ (昼の長さが 12 時間以上ある春分

から秋分の間で行われた実験)のみを扱っている。三

角が Med(Using PS)の結果で、丸が Med(Not using PS)
の結果である。pre1, pre2 は黄色で表し、med は青で

表した。これを見て分かるように、pre1 と med の結

果はほぼ一致し、しかも誤差の範囲でゼロである。

一方、Med(Using PS)の pre2 と Med(Not using PS)の
pre2 との間には 5%の有意差が認められた。誤差棒

は標準誤差である。従って、Fig.4 や Fig.5 の pre2 の

結果から、その存在が実証された未知なる遠隔作用

は、被験者が PS 内部で瞑想をした時にだけ現れる

現象であることが分かった。このことから、PS が未

知なる遠隔作用のアンテナとしての役割を果たして

いること、もしくは、人間にとっての無意識状態に

おけるターゲットであることが示唆された。 
Fig.6 は、pre2 に関して解析した結果である[13]。

Fig.6(a)は、pre2 の時間帯における全データ (n=213) 
の結果をプロットしたものである (但し、5:00-5:29
と 8:30-8:59 の間にはそれぞれ 2 データしかなく、解

析から除外した)。I-VI は、時刻を 30 分毎に区切っ

た時間帯を表している。Fig.6(b)は、Fig6(a)で示した

pre2 の移動平均  (60 分窓) である。時間帯 III: 
(6:30-6:59) で JE-CAL が最小値をとることが分かった。

緑色の線は時刻 6:40 を示し、この時刻は PS 内部に

入り瞑想する被験者の平均起床時刻である。従って

Fig.6(b)より、人間 (被験者) が目覚める前後の時間 
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帯で未知なる遠隔作用が大きく、目覚めた時に未知

なる遠隔作用がゼロとなる可能性が示唆された。こ

れにより、未知なる遠隔作用は、PS 内部に入る人間

が目覚める前の、睡眠中の無意識と目覚めた後の自

覚のない意識状態とが影響しているものと考えられ

る。Fig.6(c)は、Fig.6(a)の各時間帯 I-VI に含まれる

データの時刻平均と JE-CAL の平均値を示した。有意

水準が 1%の時、時間帯 II と時間帯 III との間で有意

差があった (p = 3.7×10-3；ウェルチの両側 t 検定、

これ以降の p 値も同様)。誤差棒は 99%信頼区間であ

る。pre2 の解析の結果、人間が睡眠状態から覚醒状

態へと推移する時間帯で、未知なる遠隔作用の時間

変化が、目覚める時刻で最小値ゼロをとる下に凸の

2 次関数的な変化を示すことが明らかとなった。 
Fig.7(a)は、「瞑想実験」の Med(Using PS)における

med, post1, post2 の平均値を示した。また、Fig.7(b)
は、Fig.7(a)で示した med, post1, post2 及び「瞑想実

験」後の post の平均値 (4 点) を示した[4,6]。med に

関しては、午前中の 3 回の平均値と午後の 3 回の平

均値の 2 点がプロットされている。横軸は、午前 1
回目の瞑想開始時刻をゼロとして、それからの経過

時間を表している。誤差棒は標準誤差である。

Fig.7(a)の結果を見ると、med の後、つまり人間が

PS から出た後に行われた post1, post2 で非接触効果

が認められた (post1 の場合 p = 3.5×10-6)。PS 内部の

人間と生体センサとの距離は0.5 m程度であるため、

ここで検出された非接触効果は、未知なる遠隔作用

と較べると、短距離の非接触効果であると言える。

そしてこの短距離の非接触効果の原因は、PS 内部に

入り瞑想をした被験者によるものとしか考えられな

い。しかし、PS 内部に入り瞑想をした被験者の何が

非接触効果の原因になっているのかはまだ分からず、

我々はそれを、フォースタイプ II と表現したのであ

る。人間の無意識 (フォースタイプ I) による、遅延

なく効果が現れる未知なる遠隔作用とは異なり、フ

ォースタイプ IIが原因となる短距離の非接触効果は、

その効果が検出されるまでは時間がかかる遅延現象

である。また短距離の非接触効果は、十数日という

長期間にわたって検出され、約 20 日後には検出され

なくなった (Fig.7(b))。この遅延を伴う非接触効果と

いう現象は、既知の科学理論である過渡応答現象を

記述する数式を用いることにより、非常に良く近似

することができた[4,6]。 
 

4. 考察と結論 
 
ピラミッド型構造物と人間が関わった実験におい

て、次の 2 つの結果を得た。(1) PS は、6 km 以上離

れた人間の無意識 (フォースタイプ I) を捉えて、遅

延なく検出可能なエネルギーに変換した。(2) PS は、

PS 内部に人間が入り瞑想することによる影響 (フ
ォースタイプ II) を蓄積し、時間をかけて検出可能

なエネルギーに変換した。これらの結果から、ピラ

ミッド型構造物と人間との関わりにおいて、人間か

ら発する、2 つの異なるフォースタイプが存在する

ことが示唆された。しかし、異なる種類のフォース

タイプ I とフォースタイプ II は、PS によって、変換

速度は異なるがどちらも生体センサが反応し得るエ

ネルギーに変換され、非接触効果として検出された

と考えられる。実験から得られた 2 つの結果をより

具体的に表現すると、(1) PS は、「瞑想実験」の Day2
の pre2 の時間帯で、その後実験室の PS 内部で瞑想

する予定の人間 (被験者) の、睡眠状態から覚醒状

態へと移行する間の無意識 (フォースタイプ I) を
捉えた。そして PS によってフォースタイプ I は、生

体センサに反応するエネルギーに遅延なく変換させ

られた。この PS の変換機能によって、実験室から

6.55 km 離れた所に居た人間の無意識が、未知なる遠

隔作用 (長距離の非接触効果) として検出された。

(2) PS は、PS 内部に人間 (被験者) が入り瞑想した

場合、フォースタイプ II を蓄積し、時間をかけて生

体センサに反応するエネルギーに変換した。この PS
の変換機能によって、フォースタイプ II が 0.5 m (被
験者の頭頂から生体センサまでの距離)の、短距離の

非接触効果として検出された。この非接触効果は、

PS 内部に人間が入り瞑想している間には検出され

ず、PS 内部から人間が出た数時間後から約 10 日後

まで、長期にわたって検出された。従って、フォー

スタイプ II は、遅延を伴って検出可能なエネルギー

に変換されたと考えられる。 
人間の無意識 (フォースタイプ I) や人間による

何らかの影響 (フォースタイプ II) は、現代科学に

おいてほとんど未解明である。しかし、PS を利用し

た実験によってその存在と特性の一部が明らかにな

ると考えられる。今後の研究によって、PS の機能や

フォースタイプに関する科学的理解が進み、その応

用分野が広がる可能性が期待される。 
本研究の一部は”坂本ハイパーテック・プロジェク

ト (SHyP)”として、(株)アクアヴィジョン・アカデ

ミー (代表取締役 坂本政道) と国際総合研究機構 
(IRI) (理事長 山本幹男) の共同研究として行われ

た。 
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